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一
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利
益
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救
済
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対
象

　
（
二
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利
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一
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範
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定
要
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お
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に   



　

七
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八

一　

は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
、
原
状
回
復
（R

estitution

）
は
、
被
告
の
不
当
な
利
得
に
基
づ
く
責
任
に
関
す
る
実
体
法
、
あ
る
い
は
被

告
の
利
得
を
回
復
範
囲
と
す
る
救
済
法
理
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
（
1
）。
原
状
回
復
と
不
当
利
得
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
頃
よ
り
、
長
ら
く
議
論
さ
れ
て
お
り
（
2
）、
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国

で
は
、「
違
法
な
利
益
に
対
す
る
原
状
回
復
（restitution for w

rongs

）」
と
称
さ
れ
る
、
原
告
の
損
失
を
問
わ
ず
に
、
違
法
行
為
者

の
利
益
吐
き
出
し
救
済
を
認
め
る
類
型
を
含
め
ず
に
、
不
当
利
得
（unjust enrichm

ent

）
概
念
の
も
と
で
法
領
域
を
再
構
成
す
る
べ

き
で
あ
る
と
の
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
（
3
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
お
よ
そ
七
〇
年
ぶ
り
の
改
訂
と
な
っ
た
第
三
次
原
状
回
復
・
不
当
利
得
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
（
4
）、
そ
の
タ
イ

ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
原
状
回
復
の
名
を
除
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
違
法
に
取
得
さ
れ
た
利
益
に
対
す
る
吐
き
出
し
も
救
済
内

容
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
有
力
な
見
解
と
は
異
な
る
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
第
三
次
原
状
回
復
・
不
当
利
得
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
、「
違
法
に
取
得
し
た
利
益
」
類
型
に
焦
点
を
当

て
、
ま
ず
、
対
象
と
さ
れ
て
い
る
違
法
行
為
と
救
済
の
内
容
に
関
す
る
規
定
を
整
理
す
る
。
次
に
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一

条
が
定
め
る
吐
き
出
し
責
任
に
つ
き
、
責
任
の
性
質
な
ど
の
特
徴
と
、
吐
き
出
し
の
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
の
要
素
を
明
ら
か
に
す

る
。
本
稿
は
、
利
益
を
基
準
と
す
る
責
任
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
考
察
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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二　
「
違
法
に
取
得
し
た
利
益
」
に
関
す
る
規
定
の
構
造

　
（
一
）
利
益
を
基
準
と
す
る
救
済
の
対
象

　

第
三
次
原
状
回
復
・
不
当
利
得
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、「
第
一
章 

一
般
原
則
（G

eneral Principles

）」
の
三
条
に
、
以
下

の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
「
自
ら
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
5
）」。

　

こ
の
規
定
は
、
被
告
の
利
益
は
、
原
告
の
損
失
に
相
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
第
一
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
同
条
か
ら
、「
他
人
の
損
失
に
お
い
て
（at the expense of another

）」
の
文
言
を
削
除
し
た

も
の
で
あ
る
（
6
）。
ま
た
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
一
条
の
コ
メ
ン
ト
に
も
、「
原
告
が
以
前
に
所
有
し
て
い
た
も
の
の
返
還
と
は

無
関
係
の
、
不
当
利
得
に
基
づ
く
重
要
な
責
任
の
例
が
存
在
す
る
。
最
も
顕
著
な
例
が
、
被
告
の
損
失
を
上
回
っ
て
、
利
得
あ
る
い
は

違
法
に
取
得
さ
れ
た
利
益
の
吐
き
出
し
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。」
と
の
言
及
が
あ
る
（
7
）。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
り
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
が
、
被
告
か
ら
、
違
法
に
得
て
い
る
利
益
を
は
く
奪
す
る
た
め
に
、
原
告
の
損
失
を
上
回
る
回
復
で
あ
る
、「
吐
き
出
し

（disgorgem
ent

）」
を
、
原
状
回
復
の
救
済
の
一
つ
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
が
、
明
確
に
示
さ
れ
る
（
8
）。

　

第
三
条
の
「
違
法
行
為
」
と
い
う
文
言
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
違
法
行
為
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
（
9
）。
し
か
し
、
第
三



　

七
四
〇

次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
原
状
回
復
責
任
の
対
象
と
な
る
違
法
行
為
に
つ
い
て
、
第
二
編 

「
原
状
回
復
の
責
任
」
の
規
定
の
う
ち
、

該
当
す
る
の
は
、
一
三
条
か
ら
一
五
条
ま
で
の
「
詐
欺
・
強
迫
・
不
当
威
圧
」、
三
九
条
の
「
機
械
主
義
的
契
約
違
反
」、
四
〇
条
か
ら

四
四
条
ま
で
が
定
め
る
「
利
益
の
生
じ
る
不
法
行
為
ま
た
は
義
務
違
反
（
10
）」、
四
五
条
か
ら
四
六
条
の
「
死
亡
時
の
財
産
権
の
移
転
」
が

と
定
め
（
11
）る
（
12
）。

　

こ
れ
ら
の
被
告
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
不
当
利
得
が
生
じ
る
場
合
、
不
法
行
為
と
不
当
利
得
と
い
う
二
つ
の
責
任
原
因
が
併
存
す
る
（
13
）。

原
告
は
、
補
償
的
損
害
賠
償
（com

pensatory dam
ages

）
と
原
状
回
復
の
二
つ
の
救
済
が
選
択
可
能
と
な
る
が
、
救
済
の
範
囲
と
、

立
証
し
や
す
さ
な
ど
に
お
い
て
、
原
状
回
復
の
ほ
う
が
原
告
に
よ
っ
て
有
利
な
場
合
が
多
い
と
さ
れ
る
（
14
）。
こ
う
し
た
状
況
は
、
実
際

に
動
産
横
領
に
よ
る
不
法
行
為
を
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
的
に
「
不
法
行
為
訴
権
の
放
棄
」
と
称
さ
れ
て

き
た
（
15
）。

　
（
二
）「
違
法
に
取
得
し
た
利
益
」
に
対
す
る
救
済

　
（
ａ
）
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
救
済
の
概
要

　

利
益
を
取
得
す
る
違
法
行
為
を
は
じ
め
と
し
て
、
第
二
編
の
「
原
状
回
復
の
責
任
」
は
、
対
象
と
な
る
行
為
態
様
を
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
編
「
救
済
」
で
は
、
第
二
編
が
定
め
る
行
為
態
様
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
や
利
益
に
対
す
る
救
済
に
つ
い

て
、
規
定
し
て
い
る
。
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
不
当
利
得
に
対
す
る
救
済
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
が
対
象
と
な
る
金
銭

支
払
判
決
（
第
一
節
）
と
、
特
定
可
能
な
財
産
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
、
物
権
的
な
性
質
を
有
す
る
救
済
（
第
二
節
）
の
二
種
類
を
規

定
し
て
い
る
。
二
種
の
救
済
は
、
相
互
に
二
者
択
一
の
関
係
に
は
な
い
た
め
、
金
銭
支
払
判
決
と
物
権
的
救
済
の
い
ず
れ
も
請
求
す
る
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こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
16
）。

　

物
権
的
な
救
済
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
概
要
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
17
）。
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、「
特
定
可
能
な
財

産
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
介
す
る
原
状
回
復
」
と
し
て
、
五
四
〜
六
一
条
ま
で
の
規
定
を
置
く
。
具
体
的
に
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ

で
発
展
を
遂
げ
て
き
た
、
無
効
・
取
り
消
し
（
五
四
条
）、
擬
制
信
託
（
五
五
条
）、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
リ
ー
エ
ン
（
五
六
条
）、
代
位

（
五
七
条
）
の
四
つ
の
救
済
法
理
に
つ
い
て
定
め
る
。

　

物
権
的
な
救
済
の
中
で
も
、
擬
制
信
託
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
被
告
が
不
当
に
取
得
し
て
い
る
財
産
（
あ
る
い
は
そ
の
価
値
変

形
物
）
は
、
原
告
の
財
産
で
あ
る
と
特
定
（
追
及
）
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
五
八
・
五
九
条
は
、
こ
の
「
追
及
」
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て

定
め
る
（
18
）。
特
定
さ
れ
た
財
産
に
は
、
物
権
的
な
救
済
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
、
被
告
の
一
般
債
権
者
に
対
す
る
優
先
権
が
付
与
さ
れ

る
（
六
〇
条
）。
た
だ
し
、
優
先
権
は
、
原
告
の
損
失
の
範
囲
を
限
度
と
す
る
（
六
一
条
）
旨
の
規
定
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
金
銭
支
払
判
決
は
、
第
一
節
「
金
銭
支
払
に
よ
る
原
状
回
復
」
の
四
九
〜
五
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
次
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
被
告
の
客
観
的
・
主
観
的
態
様
の
違
い
か
ら
、
そ
の
責
任
の
範
囲
は
、
主
に
以
下
の
四
つ
に
分
か
れ
る
と
す
る
（
19
）。

　
（
1
） 「
悪
意
の
な
い
受
取
人
（innocent recipients
）」
に
該
当
す
る
被
告
は
、
五
〇
条
の
定
め
る
、
最
も
限
定
さ
れ
た
責
任
の
対

象
と
な
る
。

　
（
2
） 

意
識
の
な
い
横
領
や
権
利
侵
害
の
よ
う
な
、
過
失
の
な
い
違
法
行
為
に
よ
る
不
当
利
得
は
、
五
一
条
二
項
の
定
め
る
、
市
場

価
格
相
当
の
責
任
を
負
う
。

　
（
3
） 

悪
意
の
違
法
行
為
者
と
信
認
義
務
の
違
反
者
に
対
す
る
利
益
を
基
準
と
す
る
責
任
は
、
五
一
条
四
項
・
五
項
の
規
定
に
よ
っ

て
算
定
さ
れ
る
。

　
（
4
） 

訴
訟
を
基
礎
づ
け
る
違
法
行
為
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
不
当
利
得
に
該
当
す
る
よ
う
な
態
様
で
利
益
を
受
け
取
っ
た
被
告
は
、



　

七
四
二

五
二
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、「
悪
意
の
な
い
受
取
人
」
よ
り
も
加
重
さ
れ
た
責
任
を
負
う
。

　

さ
ら
に
、
使
用
価
値
や
収
益
、
ま
た
は
間
接
的
利
益
な
ど
の
追
加
的
な
利
得
に
つ
い
て
は
、
五
三
条
に
定
め
が
あ
る
。

　
（
ｂ
） 
違
法
行
為
に
よ
る
利
益
に
対
す
る
２
つ
の
救
済

　

①
客
観
的
要
件
に
よ
っ
て
生
じ
る
責
任

　

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
条
「
違
法
行
為
に
よ
る
利
得；

吐
き
出
し；

清
算
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
違
法
行
為
に
よ
っ
て

得
た
利
益
に
対
す
る
救
済
の
要
件
と
範
囲
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　

ま
ず
、
そ
の
一
項
に
お
い
て
、
三
条
の
コ
メ
ン
ト
と
同
様
に
、「
違
法
行
為
」
と
は
、
一
三
〜
一
五
条
お
よ
び
三
九
〜
四
六
条
に
規

定
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
と
、
客
観
的
要
件
を
定
め
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
客
観
的
要
件
を
満
た
す
行
為
か
ら
利
益
を
得
た
場
合
に
つ

き
、
五
一
条
二
項
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
被
告
の
違
法
行
為
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
利
益
の
原
状
回
復
に
お
け
る
価
値
は
、
そ
の
帰
責
性
に
よ
ら
ず
、
市
場
価
値
と
同
等

の
も
の
と
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
合
理
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
も
っ
て
、
市
場
価
値
と
み
な
す
（
20
）」。

　

悪
意
の
な
い
横
領
や
、
意
識
せ
ず
に
権
利
侵
害
を
行
っ
た
者
な
ど
、
過
失
の
な
い
人
物
に
原
状
回
復
責
任
を
課
す
の
は
、
そ
の
者
の

侵
害
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
り
、
責
任
の
根
拠
は
、
不
法
行
為
の
厳
格
責
任
に
由
来
す
る
。
そ
の
た
め
、
悪
意
の
な
い
違
法
行
為

者
の
原
状
回
復
責
任
と
、
同
様
の
取
引
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任
と
は
、
責
任
の
内
容
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
（
21
）。
五
一
条
二
項
は
、

実
際
に
被
告
が
取
得
し
て
い
る
利
益
を
問
わ
ず
、「
取
得
し
て
い
る
」
も
の
と
み
な
し
、
市
場
価
格
相
当
分
を
原
状
回
復
責
任
の
範
囲
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と
す
る
も
の
で
あ
る
（
22
）。

　

錯
誤
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
利
益
や
、
第
三
者
の
違
法
行
為
を
通
じ
て
原
告
か
ら
付
与
さ
れ
た
利
益
を
消
極
的
に
受
取
っ
た
「
悪
意

の
な
い
受
取
人
（
23
）」
と
は
、
過
失
が
な
い
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
が
、
責
任
の
範
囲
は
異
な
る
。
そ
の
違
い
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
の
仮
設
例
で
、
次
の
よ
う
に
比
較
さ
れ
て
い
る
（
24
）。

　

【
仮
設
例
一
】
Ａ
は
、
Ｂ
が
Ｃ
か
ら
盗
ん
だ
も
の
と
は
知
ら
ず
に
、
Ｂ
か
ら
1
ト
ン
当
た
り
5
ド
ル
で
、
石
炭
を
購
入
し
た
。
さ

ら
に
Ａ
は
、
そ
の
石
炭
を
、
1
ト
ン
当
た
り
5
ド
ル
50
セ
ン
ト
で
Ｄ
に
売
却
す
る
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
Ｃ
の
石
炭
の
価
値
は
、

ト
ン
当
た
り
5
ド
ル
50
セ
ン
ト
に
な
っ
た
が
、
市
場
価
値
は
、
ト
ン
当
た
り
6
ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
前

に
、
Ａ
が
石
炭
を
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
は
、
悪
意
は
な
い
が
、
横
領
と
い
う
違
法
行
為
に
関
す
る
責
任
を
負
い
、
五
一
条
二

項
に
規
定
に
従
い
、
Ｃ
に
対
し
て
ト
ン
当
た
り
6
ド
ル
で
算
定
さ
れ
た
原
状
回
復
責
任
を
負
う
。

【
仮
設
例
二
】
Ｂ
は
、
Ｃ
に
、
ト
ン
当
た
り
6
ド
ル
の
市
場
価
格
で
石
炭
を
売
却
し
た
が
、
誤
っ
て
Ａ
に
配
達
し
て
し
ま
っ
た
。

Ａ
は
、
ト
ン
当
た
り
5
ド
ル
50
セ
ン
ト
で
Ｄ
に
売
却
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
た
が
、
そ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
前
に
、
Ａ
が
石

炭
を
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
の
Ｂ
に
対
す
る
原
状
回
復
責
任
は
、
四
九
条
三
項
（
ａ
）
及
び
五
〇
条
二
項
（
ａ
）
に
基
づ
き
、

最
小
の
も
の
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
設
例
の
場
合
、
約
定
価
格
の
ト
ン
当
た
り
5
ド
ル
50
セ
ン
ト
で
算
定
さ

れ
る
（
25
）。

　

②
悪
意
あ
る
違
法
行
為
者
の
吐
き
出
し
責
任 

　

第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
五
一
条
三
項
は
、「
悪
意
の
違
法
行
為
者
」
の
主
観
的
態
様
を
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。



　

七
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四

「『
悪
意
の
違
法
行
為
者
』
と
は
、

（
ａ
）
原
告
に
対
す
る
潜
在
的
な
違
法
行
為
と
な
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

ま
た
は
、

（
ｂ
）
当
該
行
為
が
原
告
の
利
益
を
侵
害
す
る
可
能
性
を
知
り
な
が
ら
、

行
為
し
、
違
法
行
為
に
よ
っ
て
利
益
を
得
た
被
告
で
あ
る
（
26
）。」

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
被
告
が
悪
意
で
あ
る
こ
と
は
（
ａ
）「
原
告
に
対
す
る
潜
在
的
な
違
法
行
為
と
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ

と
を
立
証
す
る
こ
と
で
認
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
（
ｂ
）
項
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
利
益
侵
害
と
な
る
可
能
性
を
認
識
し
て

い
た
場
合
に
も
、（
ａ
）
違
法
行
為
の
認
識
が
あ
っ
た
場
合
と
同
様
に
、「
悪
意
の
違
法
行
為
者
」
と
し
て
吐
き
出
し
責
任
が
課
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
27
）。

　

五
一
条
の
中
心
と
な
る
の
は
、
被
告
の
利
得
を
基
準
に
、
不
当
利
得
が
算
定
さ
れ
る
事
案
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
原
状
回
復
の
目
的

は
、
被
告
の
違
法
な
利
得
を
は
く
奪
す
る
こ
と
に
あ
る
。
被
告
の
利
得
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
る
た
め
、
原
告
に
生
じ
た
損
失
を
上

回
る
可
能
性
が
る
こ
の
救
済
は
、「
吐
き
出
し
（disgorgem

ent

）」、「
清
算
（accounting

）」「
利
得
の
清
算
（accounting for 

profits

）」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
責
任
は
、
五
一
条
の
四
項
と
五
項
が
、
下
記
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
「（
二
）
の
規
定
が
よ
り
大
き
な
損
害
賠
償
を
課
す
場
合
を
除
き
、
悪
意
の
違
法
行
為
者
、
ま
た
は
、
悪
意
も
し
く
は
過
失
に
よ

ら
ず
信
認
義
務
に
反
し
た
受
認
者
の
不
当
利
得
は
、
潜
在
的
な
違
法
行
為
に
よ
る
純
利
益
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
件
に
お
け
る
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原
状
回
復
の
目
的
は
、
可
能
な
限
り
刑
事
罰
を
課
す
こ
と
を
回
避
す
る
一
方
で
、
違
法
行
為
か
ら
の
利
益
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ

る
。　

こ
の
目
的
を
追
求
す
る
原
状
回
復
救
済
は
、
し
ば
し
ば
「
吐
き
出
し
」
も
し
く
は
「
清
算
」
と
称
さ
れ
る
（
28
）。」

　
「
純
利
益
を
確
定
す
る
際
、
裁
判
所
は
、
合
理
性
と
公
平
の
原
則
に
か
な
う
よ
う
、
因
果
関
係
と
疎
遠
性
の
基
準
を
適
用
し
、

指
定
を
行
い
、
控
除
を
認
め
、
立
証
責
任
を
割
り
当
て
、（
四
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
原
状
回
復
の
目
的
と
一
致
す
る
。

特
定
の
事
案
の
状
況
を
満
た
す
た
め
に
修
正
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
以
下
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

　
（
ａ
） 

利
得
に
は
、
識
別
可
能
で
か
つ
算
定
可
能
で
、
過
度
に
疎
遠
で
は
な
い
、
利
用
価
値
、
収
益
あ
る
い
は
結
果
的
な
利
益

を
含
む
。

　
（
ｂ
） 

原
告
の
財
産
を
無
権
限
で
投
資
し
た
悪
意
の
違
法
行
為
者
ま
た
は
信
認
義
務
違
反
の
受
認
者
は
、
利
得
と
損
失
に
対
す

る
責
任
を
負
う
。

　
（
ｃ
） 

悪
意
の
違
法
行
為
者
ま
た
は
信
認
義
務
違
反
の
受
認
者
は
、
吐
き
出
し
の
対
象
と
な
る
利
益
の
源
で
あ
っ
て
も
、
財
産

を
取
得
も
し
く
は
維
持
す
る
、
ま
た
は
、
商
売
を
行
う
こ
と
に
費
や
さ
れ
た
金
銭
に
つ
い
て
は
、
信
用
貸
し
（credit

）

を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
被
告
は
、
通
常
、
寄
付
事
業
の
形
で
の
信
用
貸
し
、
ま
た
は
、
原
告
に
対
し
て
違
法
行

為
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
直
接
に
生
じ
た
経
費
で
の
信
用
貸
し
を
行
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
。

　
（
ｄ
） 

利
益
の
吐
き
出
し
を
求
め
る
原
告
は
、
違
法
な
利
得
を
合
理
的
に
概
算
す
る
こ
と
の
で
き
る
証
拠
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
純
利
益
を
計
算
す
る
に
あ
た
っ
て
の
不
確
か
な
残
余
的
損
失
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
こ
れ
を
立

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
29
）。」
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③
違
法
行
為
に
対
す
る
責
任
の
最
小
範
囲
と
し
て
の
市
場
価
値

　

五
一
条
四
項
の
定
め
る
よ
う
に
、
悪
意
あ
る
違
法
行
為
者
と
信
認
義
務
の
違
反
者
は
、
常
に
吐
き
出
し
責
任
の
対
象
と
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
悪
意
あ
る
違
法
行
為
者
に
も
五
一
条
二
項
は
適
用
さ
れ
る
た
め
（
30
）、
市
場
価
格
が
、
最
小
範
囲
（m

inim
um

 liability

）
の
違

法
行
為
に
対
す
る
原
状
回
復
責
任
と
な
る
（
31
）。

　

悪
意
あ
る
違
法
行
為
者
に
対
す
る
適
用
例
に
は
、
違
法
行
為
を
通
じ
て
市
場
価
格
を
下
回
る
利
益
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、

違
法
行
為
を
行
っ
た
が
ほ
と
ん
ど
利
益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
が
あ
る
。
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
次
の
よ
う
な
設
例
を
掲

げ
る
（
32
）。【

仮
設
例
三
】
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
ガ
イ
ア
ナ
共
和
国
に
電
話
を
か
け
る
場
合
、
法
定
関
税
に
よ
り
、
ガ
イ
ア
ナ
の
通
信
会
社

へ
1
分
当
た
り
85
セ
ン
ト
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。（
ア
メ
リ
カ
で
は
、
通
常
、
利
用
者
に
1
分
当
た
り
1
ド
ル
25

セ
ン
ト
を
要
求
し
、
ガ
イ
ア
ナ
の
通
信
会
社
に
85
セ
ン
ト
を
支
払
っ
て
い
た
）。
フ
ロ
リ
ダ
の
通
信
会
社
が
、
ガ
イ
ア
ナ
へ
の
法

定
関
税
の
支
払
い
を
せ
ず
、
顧
客
に
は
1
分
当
た
り
25
セ
ン
ト
の
手
数
料
の
み
を
請
求
し
、
不
正
に
１
０
０
万
分
の
通
話
を
送
信

し
て
い
た
。
フ
ロ
リ
ダ
の
通
信
会
社
は
、
詐
欺
に
よ
り
総
収
益
25
万
ド
ル
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
場
価
格
の
85
万
ド
ル
（
85

セ
ン
ト
の
１
０
０
万
分
）
を
下
回
る
た
め
、
フ
ロ
リ
ダ
の
通
信
会
社
は
、
ガ
イ
ア
ナ
の
通
信
会
社
に
対
し
て
、
違
法
に
取
得
し
た

利
益
の
市
場
価
格
と
し
て
85
万
ド
ル
の
原
状
回
復
責
任
を
負
う
。

【
仮
設
例
四
】
Ａ
は
、
所
有
す
る
土
地
に
井
戸
を
掘
る
た
め
に
、
水
が
湧
き
出
た
場
合
に
の
み
支
払
う
と
い
う
条
件
で
、
Ｂ
を
雇

っ
た
。
Ａ
は
そ
の
土
地
に
井
戸
を
掘
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
実
際
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
試
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
Ｂ
は
井
戸
を
掘
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
に
、
Ｂ
は
、
井
戸
を
掘
る
た
め
に
行
っ
た
役
務
の
市
場
価
値
分
を
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Ａ
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

利
益
を
取
得
し
た
違
法
行
為
の
市
場
価
値
が
確
定
可
能
で
あ
る
限
り
、
実
際
の
取
引
か
ら
は
、
確
定
可
能
な
原
告
の
損
害
や
、
確
定

可
能
な
被
告
の
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
い
な
い
場
合
で
さ
え
も
、
市
場
価
値
が
、
違
法
行
為
を
行
っ
た
被
告
の
不
当
利
得
の
最
低
限
の
基

準
と
な
る
。
合
理
的
な
賃
貸
価
値
や
使
用
料
も
、
こ
の
基
準
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
（
33
）。

　

【
仮
設
例
五
】
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
芸
術
家
の
彫
刻
の
写
真
を
、
無
許
可
で
、
定
期
会
員
に
関
す
る
広
告
冊
子
の
1
ペ
ー
ジ

に
挿
入
し
た
。
こ
の
写
真
の
利
用
は
、
芸
術
家
の
著
作
権
侵
害
と
認
定
さ
れ
た
が
、
芸
術
家
は
、
侵
害
に
よ
っ
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

得
た
利
益
、
ま
た
は
自
身
が
被
っ
た
損
害
の
証
拠
の
い
ず
れ
も
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
芸
術

家
の
作
品
写
真
を
そ
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
合
理
的
な
価
格
は
、
１
０
０
０
ド
ル
と
判
断
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
芸
術
家
に
対
し
、
原
状
回
復
（
著
作
権
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
）
と
し
て
、
総
額
１
０
０
０
ド
ル
の
責
任
を
負
う
、
と
判

断
し
た
。

 



　

七
四
八

三　

違
法
に
取
得
し
た
利
益
の
吐
き
出
し

　
（
一
）
吐
き
出
し
責
任
の
特
徴

　

①
物
権
的
救
済
と
の
違
い

　

五
一
条
の
規
定
す
る
吐
き
出
し
責
任
は
、
金
銭
支
払
判
決
に
よ
る
救
済
の
一
種
あ
る
た
め
、
特
定
財
産
に
対
す
る
請
求
や
、
原
告
が

利
害
を
持
つ
財
産
の
価
値
変
形
物
で
あ
る
と
の
特
定
は
要
求
さ
れ
な
い
が
、
擬
制
信
託
の
よ
う
に
、
被
告
の
ほ
か
の
債
権
者
に
対
す
る

優
先
し
て
回
復
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　

こ
の
こ
と
を
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
以
下
の
例
で
説
明
す
る
（
34
）。

【
仮
設
例
一
】
著
作
権
を
侵
害
し
、
総
収
益
５
０
０
０
０
ド
ル
を
得
た
者
が
い
る
。
所
有
者
に
は
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

五
八
・
五
九
条
の
規
定
に
従
い
、
侵
害
者
の
銀
行
口
座
に
自
身
の
財
産
分
を
追
及
す
る
こ
と
な
ど
は
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
侵
害

を
原
因
と
す
る
総
収
益
を
確
定
す
る
こ
と
の
み
が
求
め
ら
れ
る
。
所
有
者
の
救
済
は
、
侵
害
者
の
一
般
財
産
か
ら
５
０
０
０
０
ド

ル
の
支
払
い
を
受
け
る
金
銭
判
決
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
判
決
は
、
侵
害
者
の
他
の
無
担
保
債
権
者
の
請
求
と
平
等
に
扱
わ
れ

る
。

　

単
純
な
二
当
事
者
間
の
紛
争
で
は
、
仮
設
例
二
の
よ
う
に
、
物
権
的
救
済
は
、
被
告
の
利
得
と
、
被
告
が
権
利
を
有
す
る
特
定
財
産

と
が
、
同
一
で
あ
る
と
特
定
さ
れ
る
だ
け
で
要
件
を
満
た
す
た
め
、
不
当
利
得
の
認
定
や
、
特
定
物
の
引
渡
か
ら
金
銭
判
決
へ
の
変
更
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が
不
要
で
あ
る
点
、
さ
ら
に
最
大
の
利
点
と
し
て
、
被
告
の
一
般
債
権
者
の
請
求
に
対
す
る
優
先
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

物
権
的
救
済
の
方
が
、
利
用
し
や
す
い
救
済
で
あ
る
と
述
べ
る
（
35
）。

【
仮
設
例
二
】
雇
い
主
か
ら
１
０
０
０
０
０
ド
ル
を
横
領
し
て
甲
地
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
甲
地
の
価
値
が
上
昇
し
、
横
領
が
発

覚
し
た
時
点
で
は
、
１
５
０
０
０
０
ド
ル
以
上
の
価
値
が
あ
っ
た
。
五
一
条
四
項
に
基
づ
く
金
銭
判
決
で
は
、
甲
地
の
現
在
の
価

値
を
立
証
し
た
う
え
で
、
一
般
債
権
と
し
て
そ
の
相
当
額
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
五
条
に
基
づ
き
、
甲

地
の
所
有
権
の
引
き
渡
し
を
命
じ
る
判
決
の
場
合
、
雇
用
主
は
、
横
領
金
の
価
値
変
形
物
が
甲
地
で
あ
る
と
特
定
す
る
だ
け
で
よ

く
、
財
産
の
価
値
の
立
証
は
不
要
で
あ
る
。
ま
た
、
雇
い
主
は
、
横
領
人
の
他
の
債
権
者
に
優
先
し
て
甲
地
の
引
き
渡
し
が
受
け

ら
れ
る
。

　

②
吐
き
出
し
救
済
の
性
質

　

吐
き
出
し
救
済
は
、
違
法
行
為
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
阻
害
す
る
、
抑
止
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
（
36
）、
制
裁
的
救
済

（punitive rem
edy

）
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
裁
判
所
は
、
仮
設
例
三
の
よ
う
に
利
益
の
吐
き
出
し
責
任
で
は
、
違
法
行
為
の
抑

止
は
不
十
分
で
あ
り
、
同
時
に
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
定
し
て
補
う
こ
と
も
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
の
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
、

不
法
行
為
法
や
制
定
法
な
ど
、
不
当
利
得
法
以
外
に
根
拠
を
持
つ
た
め
、
違
法
な
利
益
の
吐
き
出
し
を
、
懲
罰
と
認
定
し
て
補
強
し
て

も
、
矛
盾
は
生
じ
な
い
、
と
説
明
さ
れ
る
（
37
）。

【
仮
設
例
三
】 

不
誠
実
な
代
理
人
が
、
顧
客
を
そ
そ
の
か
し
不
動
産
に
投
資
さ
せ
た
。
そ
の
投
資
取
引
は
、
顧
客
が
損
失
を
被
る
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一
方
で
、
代
理
人
が
利
益
を
得
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、
代
理
人
は
、
顧
客
に
対
し
て
、

付
随
費
用
の
控
除
な
ど
も
認
め
ら
れ
な
い
、
代
理
人
の
違
法
な
利
得
の
吐
き
出
し
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
裁
判

所
は
、
そ
の
よ
う
な
詐
欺
の
事
案
に
お
い
て
、
代
理
人
が
行
っ
た
よ
う
な
違
法
行
為
の
抑
止
に
は
、
利
得
を
吐
き
出
す
潜
在
的
な

責
任
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
、
特
別
法
に
基
づ
き
懲
罰
的
損
害
賠
償
を
認
定
し
た
が
、
懲
罰
的
損
害
賠
償
は
、
原
状
回
復

法
の
原
理
と
、
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。

　
（
二
）
吐
き
出
し
の
範
囲
の
確
定
要
素

　

吐
き
出
し
救
済
の
目
的
は
、
違
法
行
為
か
ら
の
利
得
を
得
る
可
能
性
を
除
く
こ
と
に
あ
る
が
、
ま
さ
に
、
被
告
に
吐
き
出
さ
せ
る
べ

き
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
吐
き
出
し
に
お
け
る
最
大
の
問
題
に
な
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
38
）。

　

五
一
条
四
項
の
規
定
に
従
い
、
違
法
行
為
者
が
責
任
を
負
う
利
得
と
は
、
潜
在
的
な
違
法
行
為
か
ら
生
じ
た
、
違
法
行
為
者
の
利
益

の
純
増
加
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
総
収
益
や
増
加
し
た
資
産
価
値
の
形
式
の
利
得
で
あ
る
が
、
必
要
な
支
出
の
節
約
の
形
で
生
じ
る

場
合
も
あ
る
。

　

横
領
し
た
全
額
で
不
動
産
を
購
入
す
る
よ
う
な
、
違
法
行
為
者
の
不
当
利
得
の
す
べ
て
が
、
特
定
財
産
の
所
有
、
保
有
ま
た
は
処
分

に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
場
合
や
、
稼
働
す
る
と
一
時
間
当
た
り
５
ド
ル
の
費
用
の
か
か
る
、
原
告
が
所
有
す
る
機
械
を
、
被
告
は
無
断

で
５
０
０
時
間
使
用
し
、
違
法
行
為
か
ら
の
被
告
の
利
益
は
２
５
０
０
ド
ル
に
な
る
、
と
い
う
よ
う
な
識
別
可
能
な
事
実
の
場
合
で
あ

れ
ば
、
純
利
益
の
計
算
は
容
易
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
場
合
に
は
、

　
（
1
）
原
状
回
復
の
対
象
と
な
る
潜
在
的
な
違
法
行
為
か
ら
疎
遠
す
ぎ
な
い
、
利
得
の
特
定
要
素
の
因
果
関
係
の
範
囲
。
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（
2
） 

潜
在
的
な
違
法
行
為
の
成
果
と
し
て
扱
う
べ
き
被
告
の
総
利
益
の
割
合
：
逆
に
言
え
ば
、
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
た
利
得
の
範
囲
。

　
（
3
） 
被
告
が
責
任
を
負
う
総
利
益
を
算
定
す
る
際
に
、
財
産
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
被
告
の
寄
与
分
を
理
由
と
し
て
、
信
用

貸
し
が
許
さ
れ
る
対
象
。

　

と
い
っ
た
特
定
の
問
題
が
生
じ
る
た
め
、
裁
判
所
は
、
被
告
の
財
産
も
し
く
は
収
益
の
う
ち
、
原
告
に
対
す
る
潜
在
的
違
法
行
為
に

起
因
す
る
部
分
の
利
得
を
、
適
切
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
関
連
事
実
を
す
べ
て
突
き
止
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
判

断
で
き
な
い
場
合
も
多
く
、
客
観
的
な
ル
ー
ル
に
よ
る
推
定
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
問
題
に
対
し
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
で
示
さ
れ
て
き
た
裁
判
所
の
見
解
を
ふ
ま
え
、
五
一
条

五
項
に
お
い
て
、
因
果
関
係
の
疎
遠
性
（causation and rem

oteness

）、
指
定
（appointm

ent

）、
控
除
と
信
用
貸
し
（deduction 

and credit

）、
立
証
責
任
（burden of proof
）
の
四
つ
の
主
要
な
要
素
ご
と
に
、
被
告
の
純
利
益
を
確
定
す
る
際
に
生
じ
る
、
上
記

の
問
題
に
対
応
し
て
い
る
（
39
）。

 　

①
因
果
関
係
と
疎
遠
性

　

裁
判
所
は
、
疎
遠
性
を
理
由
と
し
て
、
特
定
の
要
素
の
利
得
の
回
復
を
否
定
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
疎
遠
」と
み
な
さ
れ
た
利
得
は
、違
法
行
為
と
の
関
連
性
が
過
度
に
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
違
法
行
為
と
過
度
に「
疎

遠
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
原
状
回
復
に
よ
る
回
復
を
否
定
さ
れ
る
と
、
被
告
が
実
現
し
て
い
る
利
益
は
、
不
当
に
得
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

被
告
の
違
法
行
為
と
利
得
の
因
果
関
係
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
案
に
お
い
て
、
不
当
利
得
の
重
要
な
問
題
と
な
る
。
被
告
が
不
当
に
利
得
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を
得
て
い
な
い
と
い
う
結
論
と
、
必
然
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
た
め
、
な
か
り
せ
ば
因
果
関
係
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
違
法
行
為
者
が
当

然
に
免
責
さ
れ
た
り
は
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
信
託
財
産
の
個
人
利
用
で
利
益
を
得
た
受
託
者
が
、
信
託
財
産
に
ア
ク
セ
ス
し
た
事
実

を
隠
匿
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
単
に
同
一
利
益
を
正
当
に
取
得
し
え
た
と
立
証
し
て
も
、
原
状
回
復
責
任
を
免
れ
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
裁
判
所
は
、
被
告
の
違
法
行
為
の
原
因
を
判
断
す
る
場
合
に
、「
疎
遠
性
」
だ
け
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
、
当
事
者
間
の

正
義
と
、
他
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
影
響
さ
れ
る
他
の
要
素
の
評
価
に
依
拠
し
て
判
断
し
て
い
る
（
40
）。

　

②
指
定

　

被
告
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
複
雑
で
、
原
告
に
対
す
る
潜
在
的
違
法
行
為
が
影
響
し
て
い
る
の
は
、
被
告
が
利
益
を
得
て
い
る
様
々
な
要
素

の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
場
合
に
、
範
囲
の
指
定
は
、
以
下
の
二
つ
に
関
係
す
る
。

　
（
ⅰ
）
会
社
全
体
の
成
果
の
う
ち
、
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
、
特
定
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
の
割
合

　
（
ⅱ
）
問
題
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
総
収
益
を
判
断
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
費
や
さ
れ
た
間
接
費
や
そ
の
他
の
共
通
費
の
割
合

　

こ
の
範
囲
の
指
定
の
問
題
は
、
被
告
の
純
利
益
の
う
ち
、
一
部
は
原
告
に
対
す
る
違
法
行
為
の
成
果
、
一
部
は
被
告
の
正
当
な
活
動

の
成
果
で
も
あ
る
場
合
、
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
は
、
総
利
益
う
ち
の
ど
の
割
合
な
の
か
、
と
い
う
問
題
と
な
る
。
多
く
の
場

合
、
こ
の
問
題
に
正
確
に
答
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
裁
判
所
は
、
状
況
に
応
じ
た
最
善
の
概
算
を
行
う
こ
と
に
な
る
（
41
）。

　

③
控
除
と
信
用
貸
し

　

一
般
的
に
、被
告
は
、吐
き
出
し
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
総
収
益
を
上
げ
る
中
で
生
じ
た
限
界
費
用
（m

arginal costs

）
の
総
額
を
、

控
除
さ
れ
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
適
切
な
控
除
を
否
定
し
、
被
告
に
総
利
益
を
超
過
す
る
責
任
を
課
す
こ
と
は
、
通
常
、
原
状
回
復
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法
が
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
刑
罰
（punitive sanction

）
に
等
し
い
結
果
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
的
な
間
接

経
費
の
よ
う
な
費
用
の
控
除
は
許
容
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
寄
与
分
の
控
除
が
問
題
と
な
る
、
悪
意
の
違
法
行
為
者
に
対
す
る
利
益
の
吐

き
出
し
責
任
で
は
、
故
意
の
横
領
や
侵
害
を
行
っ
た
者
が
、
原
告
の
財
産
の
改
良
に
対
す
る
出
資
は
否
定
さ
れ
、
忠
実
義
務
に
悪
意
で

違
反
し
て
取
得
し
た
不
動
産
の
購
入
価
格
は
全
額
が
返
還
返
済
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
銭
に
対
す
る
原
状
回
復
責
任
に
対
す
る
被
告
の
信
用
貸
し
は
、

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
取
引
が
原
告
の
利
益
と
な
り
、
代
わ
り
の
選
択
肢
が
許
容
で
き
な
い
な
ら
ば
、
悪
意
あ
る

違
法
行
為
者
で
あ
っ
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
を
信
用
貸
し
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
。
被
告
に
は
、
所
得
税
を
信
用
貸
し
で
支
払
う

こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
、
違
法
行
為
者
に
対
す
る
制
裁
で
は
な
く
、
被
告
の
将
来
的
な
納
税
義
務
に
判
決
が
影
響
し
、

ゆ
が
み
が
生
じ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
（
42
）。

　

④
立
証
責
任

　

裁
判
所
は
折
に
触
れ
、
立
証
責
任
と
推
定
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
立
証
責
任
の
分
配
は
、
判
断
さ
れ
る
事
実
に
関
連
し
て
、

状
況
に
応
じ
て
異
な
る
た
め
画
一
的
な
基
準
は
確
立
し
え
な
い
。
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
よ
り
現
代
的
、
一
般
的
、
そ
し
て

有
用
性
の
高
い
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
お
り
、
裁
判
所
が
、
被
告
の
不
当
利
得
を
、
合
理
的
に
算
定
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
証
拠
を
提

出
す
る
と
い
う
負
担
が
、
原
告
に
課
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
原
告
の
立
証
が
、
合
理
的
に
概
算
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ

る
場
合
、
原
告
の
不
当
利
得
の
請
求
は
、
推
論
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、
吐
き
出
し
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
43
）。
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四　

お
わ
り
に

　

第
三
次
原
状
回
復
・
不
当
利
得
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、「
違
法
に
取
得
さ
れ
た
利
益
」
に
つ
い
て
は
、
利
益
を
基
準
と
す
る
救
済

を
認
め
て
い
る
が
、
対
象
と
な
る
違
法
行
為
を
限
定
し
、
さ
ら
に
救
済
に
つ
い
て
も
、
吐
き
出
し
責
任
の
対
象
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
、

限
定
的
に
解
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　

吐
き
出
し
責
任
で
は
、
違
法
行
為
か
ら
得
た
純
利
益
が
吐
き
出
し
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
「
純
利
益
」
の
確
定
が
、
吐
き
出

し
責
任
の
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
確
定
の
た
め
に
、
四
つ
の
考
慮
要
素
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
規
定
す
る
違
法
な
利
益
の
規
定
の
概
略
的
な
検
討
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
違
法
行
為
類
型
ご
と
に
、
具
体
的
な
利
益
吐
き
出
し
責
任
の
実
現
状
況
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
1
）  　B
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N
A

RY 2014 (10th ed. 2014), 

田
中
秀
夫
『
英
米
法
辞
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）

七
二
八
頁
参
照
。

　

第
一
次
原
状
回
復
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
、
一
九
三
七
年
に
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
準
契
約
と
、
エ
ク
イ
テ
ィ
の
擬
制
信
託
な
ど
の
救
済
法
理
を
、

不
当
な
利
得
の
防
止
と
い
う
共
通
の
役
割
を
果
た
す
、
一
つ
の
法
体
系
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
（
第
一
次
原
状
回
復
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
関
す

る
先
行
研
究
に
は
、
谷
口
知
平
「
米
国
に
お
け
る
不
当
利
得
法
理
の
成
立
」
法
時
二
〇
巻
七
号
七
二
頁
以
下
、
小
林
『
英
国
準
契
約
法
』（
千
倉

書
房
、
一
九
六
〇
年
）、
松
坂
佐
一
『
英
米
法
に
お
け
る
不
当
利
得
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）、
木
下
毅
『
ア
メ
リ
カ
私
法―

日
米
比
較
私
法

序
説
』
一
九
八
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
）〔『
四
宮
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　

民
法
・
信
託
法
の
展
開
』
所
収
〕〔
初
出
一
九
八
六
年
〕、

谷
口
知
平
・
甲
斐
道
太
郎
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
一
八
）』
四
九
頁
〔
土
田
哲
也
〕（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）、
古
谷
英
恵
「
ア
メ
リ
カ
錯
誤
法

の
足
跡
（
二
）」
明
大
院
二
四
号
一
〇
〇
頁
注
（
100
）（
二
〇
〇
六
年
）
等
、
多
数
の
論
考
が
あ
る
）。
そ
の
後
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
影
響
を

受
け
た
、
カ
ナ
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
で
も
「
原
状
回
復
法
」
の
概
念
が
受
容
さ
れ
、
原
状
回
復
は
、
契
約
や
不
法
行
為
に
並
ぶ
私
法
領
域
の
ひ



ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
違
法
に
取
得
し
た
利
益
に
対
す
る
責
任

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

七
五
五

と
つ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
（
こ
の
点
を
論
じ
た
邦
語
文
献
と
し
て
、小
山
泰
史
「
英
米
法
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
不
当
性
要
素
』

（unjust factor

）
の
意
義―

―

カ
ナ
ダ
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
法
律
上
の
理
由
の
不
存
在
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て―

―

」
立
命
館
法
学

三
三
六
号
二
六
三
頁
（
二
〇
一
一
年
）
以
下
が
あ
る
）。

（
2
）  　
議
論
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
原
状
回
復
法
の
適
用
事
例
を
「
差
し
引
き
事
例
（subtraction case

）」
と
「
違
法
行
為
に
対
す
る
原
状
回
復

（restitution for w
rongs

）
に
分
類
し
、
後
者
の
責
任
根
拠
は
不
当
利
得
以
外
に
あ
る
、
と
の
分
析
を
行
っ
たB

irks

の
主
張
で
あ
る
（P

ETER 
B

IR
K

S, A
N IN

TR
O

D
U

C
TIO

N TO TH
E L

AW
 O

F R
ESTITU

TIO
N 26, 99, 313 (rev ed. 1989) , Peter B

irks, M
isnom

er in R
ESTITU

TIO
N: P

A
ST, P

R
ESEN

T A
N

D 
F

U
TU

R
E 1,13 (W

.R
. C

ornish et al eds., 1998).  

拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
法
の
契
約
法
に
対
す
る
利
益
の
吐
き
出
し
損
害
賠
償
の
展
開
」
東
北
ロ
ー
レ
ビ

ュ
ー vol. 1 
一
〇
三―

一
〇
五
頁
（
二
〇
一
四
年
）
参
照
）。 

（
3
）  　

 JA
M

ES E
D

ELM
A

N, G
A

IN-B
A

SED D
A

M
A

G
ES: C

O
N

TRA
CT T

O
RT E

Q
U

ITY A
N

D IN
TELLECTU

A
L P

RO
PERTY 65-91 (2002); M

itchell M
cInnes, The M

easure 
of Restitution 52  The U

niversity of Toronto Law
 Journal 163, 185 (2002) ; G

R
A

H
A

M V
IR

G
O, T

H
E P

R
IN

C
IPLES O

F TH
E L

AW
 O

F R
ESTITU

TIO
N 5-6 

(2nd ed.2006) ; A
N

D
R

EW
 L

O
D

D
ER, E

N
R

IC
H

M
EN

T IN TH
E L

AW
 O

F U
N

JU
ST E

N
R

IC
H

M
EN

T A
N

D R
ESTITU

TIO
N 7-8 (2012).

　

イ
ギ
リ
ス
法
の
原
状
回
復
法
の
発
展
を
け
ん
引
し
て
き
たG

off&
Jones

の
体
系
書
も
、
第
八
版
か
ら
、Law

 of restitution 

で
は
な
く
、Law

 
of unjust enrichm

ent

へ
と
改
題
さ
れ
て
い
る
（C

H
A

R
LES M

ITC
H

ELL ET A
L, G

O
FF A

N
D JO

N
ES: T

H
E L

AW
 O

F U
N

JU
ST E

N
R

IC
H

M
EN

T (2011)

）。
笹
川

明
道
「
米
国
で
の
『
第
三
次
原
状
回
復
・
不
当
利
得
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
神
戸
学
院
法
学
四
二
巻
三
・
四
号
三
四
九
頁

（
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
本
稿
が
引
用
す
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
訳
語
に
つ
い
て
も
、
同
文
献
を
参
照
し
た
。

（
4
）  　
第
三
次
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
3
）
三
二
八
頁
以
下
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。 

（
5
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 3 (2011).

（
6
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 3 R

eporter’s note a (2011).

（
7
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T §1 com

m
ent c (2011).

（
8
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 3 com

m
ent a (2011).

（
9
）  　N

icholas M
cB

ride, Restitution for W
rongs in T

H
E R

ESTATEM
EN

T T
H

IR
D: R

ESTITU
TIO

N A
N

D U
N

JU
ST E

N
R

IC
H

M
EN

T – C
R

ITIC
A

L A
N

D C
O

M
PA

R
ATIV

E 
E

SSAY
S 251 (C

H
ARLES M

ITCH
ELL AN

D W
ILLIAM

 S
W

AD
LIN

G ED
S., 2013).

（
10
）  　
具
体
的
に
は
、「
侵
害
、〔
動
産
〕
横
領
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
違
法
行
為
」（
四
〇
条
）、「
金
融
資
産
の
不
正
目
的
使
用
」（
四
一
条
）、「
知
的

財
産
権
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
権
利
侵
害
」（
四
二
条
）、「
信
認
関
係
ま
た
は
信
頼
関
係
〔
に
お
け
る
義
務
違
反
〕」（
四
三
条
）、「
そ
の
ほ
か
の
〔
法

律
上
〕
保
護
さ
れ
て
い
る
利
益
〔
の
侵
害
〕」（
四
四
条
）
の
規
定
が
あ
る
（
脚
注
内
〔   
〕
は
筆
者
挿
入
）。

（
11
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 3 CO

M
M

EN
T A (2011).



　

七
五
六

　

違
法
行
為
に
よ
っ
て
得
た
利
益
に
対
す
る
救
済
を
規
定
す
る
五
一
条
も
、
被
告
が
原
状
回
復
責
任
を
負
う
違
法
行
為
と
し
て
、
同
様
の
条
文
を

列
挙
し
て
い
る
（R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 (1) (2011)

）。

（
12
）  　
こ
れ
に
対
し
て
、N

icholas supra note 9 at 251-252

は
、
主
要
な
対
象
は
、
三
九
条
か
ら
四
五
条
ま
で
の
六
つ
の
違
法
行
為
で
あ
り
、
そ
の

中
で
も
、
包
括
的
な
規
定
で
あ
る
四
四
条
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。R

onald L. Israel &
 B

rian P. O
’N

eill, D
isgorgem

ent as a 
Viable Theory of Restitution D

am
ages, C

om
m

ercial D
am

ages R
eporter 6 (2014)　

 

（
13
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 1 com

m
ent e (2011).; R

onald L. Israel &
 B

rian P. O
’N

eill, supra note 12 
at 6.

（
14
）  　
救
済
範
囲
の
違
い
を
説
明
す
る
古
典
的
な
設
例
は
、
他
人
の
も
の
を
だ
ま
し
取
り
、
市
場
価
格
を
上
回
る
価
格
で
売
却
し
た
被
告
に
対
し
、
原

状
回
復
に
よ
っ
て
原
告
は
、
そ
の
財
物
の
市
場
価
格
で
は
な
く
、
被
告
が
受
け
取
っ
た
額
の
返
還
を
請
求
し
う
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（D

oug 
R

endlem
an, M

easurem
ent of Restitution: C

oordinating Restitution w
ith C

om
pensatory D

am
ages and Punitive D

am
ages, 68 W

ash. &
 Lee 

L. R
ev. 973,985 (2011)

）。

（
15
）  　D

A
N B

. D
O

B
B

S, L
AW

 O
F R

EM
ED

IES: D
A

M
A

G
ES—

E
Q

U
ITY—

R
ESTITU

TIO
N 554 (2

D ED. 1993); D
oug R

endlem
an, supra note 14 at 985 (2011).

（
16
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T C

hapter 7 Introductory N
ote (2011).

（
17
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T C

hapter 7 Topic 2 Introductory N
ote (2011).

（
18
）  　
五
八
条
は
財
産
の
特
定
可
能
な
範
囲
に
つ
い
て
、
五
九
条
は
、
被
告
の
財
産
と
資
金
の
混
和
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

（
19
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T C

hapter 7 Topic1 Introductory N
ote (2011).

（
20
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51(2) (2011).

（
21
）  　

W
aiver of tort

の
場
合
と
同
じ
く
、
出
訴
制
限
期
間
は
、
不
法
行
為
の
方
が
短
い
た
め
、
請
求
す
る
原
告
に
と
っ
て
は
、
原
状
回
復
の
方
が
有

利
と
さ
れ
る
（See R

estatement (Third) of R
estitution and U

njust Enrichment§ 51 com
m

ent c, §70 com
m

ent e.

）。

（
22
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 CO

M
M

EN
T C (2011).

（
23
）  　
悪
意
の
な
い
受
取
人
に
課
せ
ら
れ
る
原
状
回
復
責
任
は
、
受
領
者
に
と
っ
て
の
価
値
・
原
告
の
損
失
・
市
場
価
値
等
の
な
か
で
、
最
小
の
も
の

を
回
復
範
囲
と
す
る
（R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 50 (2011)

）。　

（
24
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 51 illustration 4 and 5 (2011).

（
25
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 51 illustration 5 (2011).

（
26
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51(3) (2011).

（
27
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent a (2011).



ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
違
法
に
取
得
し
た
利
益
に
対
す
る
責
任

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

七
五
七

（
28
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 51(4) (2011).

（
29
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T § 51(5) (2011).

（
30
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51(2) (2011).

（
31
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent d (2011).

（
32
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 illustration 7 and 8 (2011).

（
33
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 illustration 9 (2011).

（
34
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 illustration 1 (2011).

（
35
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent b and illustration 2 (2011).

（
36
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 3 com

m
ent a and e (2011).

（
37
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent k (2011).

　

利
益
の
吐
き
出
し
と
懲
罰
的
損
害
賠
償
の
関
係
を
考
察
す
る
論
考
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
（R

endlem
an, supra note 14 at 998-1006; 

R
obert C

ooter, Punitive D
am

ages, Social N
orm

s, and Econom
ic Analysis, 60 L. &

 C
O

N
TEM

P. P
R

O
B

S. 73, 76 (1997)

）。

（
38
）  　Ronald L. Israel &

 Brian P. O
’N

eill, supra note 12 at 6.

（
39
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51(5) (2011).

（
40
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent f (2011).

（
41
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent g (2011).

（
42
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent h (2011).

（
43
）  　R

ESTATEM
EN

T (T
H

IR
D) O

F R
ESTITU

TIO
N A

N
D U

N
JU

ST E
N

R
IC

H
M

EN
T§ 51 com

m
ent h (2011).




